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令和 7 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 7 年 5 月 20 日(火) 18 時 30 分～20 時 00 分  

開催場所 みどり会館 参加人数  6 人 

出席議員 永見利久、三浦大紀、小川稔宏 

意見 

【総務文教委員会】 

【公共交通】 

・あいのりタクシーは利便性が高いが、補助金80万円では不十分

との声。 

・ペアリングが煩雑。もっと柔軟な運用を求める意見があった。 

・あいのりタクシーに対する継続的な支援と制度柔軟化を要望。 

 

【石見神楽】 

・市内中心部だけでなく、各地域での神楽継承を支援すべき。 

・面・衣装だけでなく、実演や伝承継続が重要。県大生との連携

にも期待。 

 

【三桜跡地活用】 

・「新施設整備より、既存神楽関連施設の有効活用を」との声。 

・「賑わい」と言うが、既存施設の運営が伴っていないことへの

不満も。 

 

【定住・地域活性化】 

・雲城地区の地域おこし協力隊に期待。 1～2 年で成果を求め

ず、長期的な視点で支援・定着を図るべきとの意見。 

・「留学生への支援がある一方、地元学生への支援が薄いので

は」という問題提起。まずは地元。 

・若者や学生向け施策を専門的に設計・実行する部局を設置して

は。 

・盆踊り大会などを通じた地域文化の継承に前向きな声。 

・休耕田をレンゲなどで景観整備。田舎らしい風景の維持で地域

活性を図ることも大事。 
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【福祉環境委員会】 

【上下水道】 

・上下水道料金38%値上げは理解するが、生活困窮者や介護施設へ

の影響を懸念。国の財源支援や政策による救済措置を。 

・水道インフラを一律に市で整備するのではなく、エリアや仕組

みの多様化（例：コミュニティプラント）も必要では。 

 

【医療】 

・医療センターへの補助金について、「その額でよいのか再検討

が必要」では。 

 

【その他】 

・「外国人への生活扶助（生活保護）の有無」について疑問の

声。 ＊内容を確認しまちセンへ回答 

 

【産業建設委員会】 

 

 

 令和 7 年 6 月 2 日 三浦 大紀 

 


